
＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅰ
》	  

論
理
的
言
語
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

第
二
問

第
二
段
落
：
温
暖
化
は
、
世
界

第
三
段
落
：
温
暖
化
対
策
と
い

第
四
段
落
：
し
か
し
、「
緩
和

第
五
段
落
：「
緩
和
」
策
が
、

�

■
配
点　

第
一
問　

各
５
点

				




第
二
問　

各
５
点

�

◆
解
説

第
一
問

⑴	

直
前
ま
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
適
応
」
策
の

具
体
例
を
直
後
で
ま
と
め
て
い
る
の
で
、「
こ

の
よ
う
に
」。

⑵	

「
和
ら
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
主
語
は

「『
適
応
』
策
」
で
あ
り
、「
影
響
自
体
」
は
目

的
語
な
の
で
、「
影
響
自
体
が
」
で
は
な
く
「
影

響
自
体
を
」。

⑶	

直
前
の「
今
後
も
～
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
」

が
、
直
後
の
「
対
処
療
法
的
な
取
り
組
み
が
必

要
」
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
の
で
、順
接
の
「
だ

か
ら
」。「
そ
こ
で
」「
そ
の
た
め
」
な
ど
も
可
。

⑷	

「
異
常
気
象
に
よ
る
」
は
直
後
の
「
災
害
」

に
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
読
点
は
不
要
。

第
二
問

	

第
一
段
落
で
地
球
温
暖
化
の
現
状
、
第
二
段
落

で
は
温
暖
化
に
よ
る
影
響
の
具
体
例
を
述
べ
て
い

ま
す
。
第
三
段
落
以
降
は
、
温
暖
化
対
策
の
話
。

第
三
段
落
で
は
、
温
暖
化
対
策
の
う
ち
「
緩
和
」

に
つ
い
て
説
明
し
、
第
四
段
落
で
は
「
緩
和
」
と

対
比
さ
せ
る
形
で
「
適
応
」
と
い
う
新
し
い
考
え

方
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
第
五
段
落
で
「
緩
和
」

と
「
適
応
」
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
ま
と
め
て
い
ま

す
。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅱ
》	  

論
理
的
読
解
力
Ａ �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　

⒜　

キ　
　

⒝　

エ　
　

⒞　

カ

	
	
	
	

⒟　

ウ　
　

⒠　

イ　
　

⒡　

ク

	
	
	
	

⒢　

ア　
　

⒣　

オ

第
二
問　

⑴　

ウ　
　

⑵　

オ　
　

⑶
　
イ

				




⑷
　
エ　
　

⑸　

ア

第
三
問�	

私
は
危
く
叫
び
声

第
四
問�	

生
き
な
が
ら
焼
か
れ
る
女
が
自
分
の
娘
と

知
っ
た
驚
き
と
、
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
す

る
恐
れ
と
悲
し
み
が
混
じ
っ
た
感
情
。

�

■
配
点　

第
一
問　

各
２
点　
　

第
二
問　

各
２
点

	
	
	
	

第
三
問　

４
点　
　
　

第
四
問　

10
点

�

◆
解
説

第
一
問

	

副
詞
的
な
用
法
以
外
に
、「
業
苦
」「
微
笑
」
と

名
詞
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
注
意
。
副
詞
は
用
言
と

の
関
係
か
ら
、
決
定
し
ま
す
。

⒜　
「
交
さ
れ
た
」の
主
語
と
な
る
も
の
は「
微
笑
」。

⒝　
「
必
定
」は「
遂
げ
る
」を
修
飾
す
る
言
葉
。「
必

定
」
は
、「
必
ず
～
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
。

⒞　
「
矢
庭
に
」
は
「
さ
し
伸
ば
し
て
」
を
修
飾

す
る
言
葉
。「
矢
庭
に
」
は
、「
い
き
な
り
」、「
そ

の
場
で
す
ぐ
」
と
い
う
意
味
。

⒟　
「
顔か

お

貌か
た
ち

は
は
っ
き
り
と
分
り
ま
せ
ん
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、「
生
憎
」。

⒠　
「
歴
々
と
」
は
「
描
か
れ
ま
し
た
」
を
修
飾

す
る
言
葉
。

⒡　
「
流さ

す
が石
に
」
は
「
変
え
て
」
を
修
飾
す
る
言
葉
。

⒢　
「
到
底
」
は
「
思
わ
れ
ま
せ
ん
」
を
修
飾
す

る
言
葉
。「
到
底
」の
後
に
否
定
の
語
を
伴
っ
て
、

否
定
を
強
調
し
ま
す
。

⒣　

直
後
に
「
を
」
が
来
る
の
で
、
目
的
語
に
な

る
の
は
、「
業
苦
」。

第
二
問

⑴	

選
択
肢
の
中
で
時
間
的
に
順
番
が
一
番
早
い

の
が
、
ウ
。

⑵	

直
後
の「
そ
の
車
」の
指
示
内
容
が
オ
の「
予

が
日
頃
乗
る
車
」。

⑶	

直
後
の
「
そ
の
女
め
は
」
の
指
示
内
容
が
、

イ
の
「
罪
人
の
女
房
」。

⑷	

直
後
に
「
見
の
が
す
な
」「
見
て
置
け
」
と

あ
る
の
は
、
エ
に
あ
る
よ
う
に
屏
風
を
仕
上
げ

る
手
本
と
す
る
た
め
。

⑸	

そ
の
後
、
大
殿
様
も
一
緒
に
見
物
す
る
こ
と

か
ら
、
ア
。

第
三
問

	

生
き
な
が
ら
焼
か
れ
る
の
が
良
秀
の
娘
と
分

か
っ
た
場
面
な
の
で
、「
あ
ゝ
、
誰
か
見
違
え
を

致
し
ま
し
ょ
う
。」
の
直
後
に
問
題
の
文
が
入
り

ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
、「
私
は
危
く
叫
び
声
を

立
て
よ
う
と
致
し
ま
し
た
。」
と
続
き
ま
す
。

第
四
問

	

自
分
の
娘
が
目
の
前
で
焼
か
れ
る
場
面
を
見
た

と
き
の
良
秀
の
気
持
ち
を
説
明
。
傍
線
部
直
後
に

「
恐
れ
と
悲
し
み
と
驚
き
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅲ
》	  

論
理
的
思
考
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴　

周
囲
の
情
報
を
論
理
で
整
理
す
る
の
が
人
間

で
あ
る
。

⑵　

日
本
人
は
相
手
の
気
持
ち
を
察
し
な
が
ら
会

話
を
す
る
。

第
二
問

⑴　

絶
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
種
の
数
は
百
万
に
お

よ
ぶ
。

⑵　

道
徳
教
育
は
正
し
く
判
断
す
る
能
力
が
前
提

に
な
る
。

測　
　
　

定　
　
　

す　
　
　

る　
　
　

能　
　
　

力

論
理
的
言
語
力

論
理
的
読
解
力
Ａ

論
理
的
読
解
力
Ｂ

論
理
的
思
考
力

論
理
的
表
現
力

日
本
語
を
論
理
的
に
扱
う

能
力
。
一
文
の
構
造
を
論

理
的
に
つ
か
ま
え
た
り
、

「
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
」、

指
示
語
・
接
続
語
な
ど
を

論
理
的
に
扱
う
力
。

文
章
を
論
理
的
に
読
む

力
。

趣
旨
を
的
確
に
把
握
す
る

力
。
小
説
な
ど
を
客
観
的

に
読
む
力
。

文
章
構
造
を
論
理
的
に
解

説
す
る
力
。
文
と
文
と
の

論
理
的
関
係
、
段
落
と
段

落
と
の
論
理
的
関
係
、
文

章
全
体
の
論
理
構
造
を
把

握
す
る
力
。

文
章
の
要
点
を
論
理
的
に

整
理
し
、
ま
と
め
る
力
。

論
理
的
に
説
明
す
る
力
。

お
も
に
記
述
力
・
論
述
力
。

他
者
に
向
か
っ
て
、
論
理

的
に
話
す
力
。
論
理
的
に

思
考
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
書
く
力
。

国
際
標
準
論
理
文
章
能
力
検
定　

レ
ベ
ル
10　
　

２
０
１
９
年
度　

第
１
回　

解
答
と
解
説

⑴
行数
14 

行
目
誤

あ
の
よ
う
に

正

こ
の
よ
う
に

⑵
行数
18 

行
目
誤

影
響
自
体
が

正

影
響
自
体
を

⑶
行数
10 

行
目
誤

な
ぜ
な
ら

正

だ
か
ら

（
そ
こ
で
、
そ
の
た
め
、
し
た
が
っ
て
）

⑷
行数
６ 

行
目
誤

ハ
リ
ケ
ー
ン
な
ど
異
常
気
象
に
よ
る
、

災
害
が

正

ハ
リ
ケ
ー
ン
な
ど
、
異
常
気
象
に
よ

る
災
害
が



第
三
問

⑴　

朝
か
ら
気
持
ち
の
良
い
小
春
日
和
だ
。

⑵　

彼
は
新
し
い
こ
と
に
疑
心
暗
鬼
だ
。

第
四
問	
架
空

第
五
問　

⑴　

ウ　
　

⑵　

キ
�

■
配
点　

第
一
問　

各
５
点　
　

第
二
問　

各
５
点

				




第
三
問　

各
５
点　
　

第
四
問　

４
点

				




第
五
問　

各
３
点

�

◆
解
説

第
一
問

⑴　

述
語
が
「
人
間
で
」
＋
「
あ
る
」
で
、
主
語

に
な
る
の
が
「
整
理
す
る
」
＋
「
の
が
」。
一

文
の
要
点
が
「
整
理
す
る
の
が
人
間
で
あ
る
」

と
な
り
ま
す
。「
周
囲
の
」→「
情
報
を
」→「
整

理
す
る
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵　

付
属
語
を
自
立
語
に
つ
け
て
文
節
を
作
り
ま

す
。
述
語
は
「
す
る
」
で
、
そ
れ
に
対
す
る
主

語
は
「
日
本
人
」
＋
「
は
」。「
相
手
」
＋
「
の
」

→
「
気
持
ち
」
＋
「
を
」
→
「
察
し
」
＋
「
な

が
ら
」
→
「
会
話
」
＋
「
を
」
→
「
す
る
」
と

つ
な
が
り
ま
す
。

第
二
問

⑴　
「
保
護
す
る
」「
人
間
と
」
が
不
要
。

⑵　
「
心
理
」「
判
断
が
」
が
不
要
。

第
三
問

	

今
度
は
一
文
字
一
文
字
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
小
春
日
和
」「
疑
心
暗
鬼
」
と
い
っ
た

四
字
熟
語
を
発
見
し
た
か
ど
う
か
。

第
四
問

	

舞
台
上
に
再
現
さ
れ
る
の
は
、
原
作
で
あ
る
漫

画
・
ア
ニ
メ
の
世
界
で
す
。
す
な
わ
ち
、
イ
メ
ー

ジ
の
完
成
さ
れ
た
「
架
空
」
の
世
界
で
す
。

第
五
問

⑴　
「
自
分
の
有
能
さ
を
誇
り
」「
あ
な
た
に
圧
倒

さ
れ
た
周
囲
の
人
た
ち
」
と
あ
る
の
で
、
自
分

の
才
能
を
周
囲
に
「
顕
示
」
す
る
こ
と
だ
と
分

か
り
ま
す
。

⑵　

圧
倒
さ
れ
た
周
囲
の
人
た
ち
は
嫉
妬
の
目
で

あ
な
た
を
観
察
し
が
ち
に
な
る
か
ら
、
あ
な
た

の
僅
か
な
過
失
で
も
見
逃
さ
な
く
な
り
ま
す
。

オ
「
望
遠
鏡
」
と
、
キ
「
顕
微
鏡
」
で
迷
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
僅
か
な
過
失
で
も
拡
大

さ
れ
て
」
と
あ
る
の
で
、
周
囲
の
人
た
ち
の
目

が「
顕
微
鏡
」と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
望

遠
鏡
」
は
遠
く
を
見
る
た
め
の
も
の
だ
か
ら
不

適
切
。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅳ
》	  

論
理
的
読
解
力
Ｂ �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　

先
生
が
大
学

第
二
問　

伝
統 

→ 

近
代
（
現
代
）

第
三
問	

そ
こ
で
外
面

第
四
問�　

⑴
　
エ　
　

⑵　

オ　
　

⑶
　
イ

	
	
	
	

⑷　

ア　
　

⑸　

ウ

第
五
問　

⒜　

ウ　
　

⒝　

イ　
　

⒞　

エ

	
	
	
	

⒟　

ア　
　

⒠　

オ　
　

⒡　

カ

�

■
配
点	

第
一
問　

６
点　
　

第
二
問　

６
点

	
	
	
	

第
三
問　

６
点　
　

第
四
問　

各
２
点

	
	
	
	

第
五
問　

各
２
点

�

◆
解
説

第
一
問

	

欠
落
文
の
中
の
指
示
語
「
こ
の
」
に
着
目
。
そ

の
指
示
内
容
は
「
先
生
と
烏
と
は
妙
な
因
縁
に
聞

こ
え
る
」
と
あ
る
中
の
「
先
生
と
烏
」。

第
二
問

	

四
行
目
に
「
伝
統
的
日
本
」
と
あ
る
が
、「
新

ら
し
い
立
派
な
家
」「
富
の
威
力
」
は
、「
伝
統
」

的
日
本
で
は
な
く
、「
近
代
」
的
日
本
。

第
三
問

	

「
余
分
な
一
文
」
と
は
、
そ
の
文
が
あ
る
た
め

に
前
後
が
う
ま
く
つ
な
が
ら
ず
、
そ
の
一
文
を
取

る
と
つ
な
が
る
箇
所
で
す
。「
そ
こ
で
外
面
か
ら

射
す
夕
暮
に
近
い
明
り
を
受
け
て
始
め
て
先
生
の

顔
を
熟
視
し
た
」
は
直
前
と
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、そ
の
後
の
「
こ
れ
は
～
か
ら
で
あ
る
」
は
、

「
あ
の
鳴
声
に
も
伊イ

タ
リ
ヤ

太
利
の
連
想
が
あ
る
で
し
ょ

う
と
余
は
先
生
に
尋
ね
た
」
の
理
由
と
な
っ
て
い

ま
す
。

第
四
問

	

「
そ
れ
か
ら
」「
し
か
し
」
が
接
続
語
で
、
そ
の

他
は
副
詞
。

⑴　

逆
接
の
「
し
か
し
」。

⑵　

蝙こ
う

蝠も
り

の
翼
を
悪
魔
の
翼
だ
と
言
っ
た
理
由
が

空
所
直
後
で
示
さ
れ
て
い
る
か
ら「
な
る
ほ
ど
」。

⑶　

時
間
的
順
番
だ
か
ら
、「
そ
れ
か
ら
」。

⑷　
「
も
う
」
→
「
な
る
」
と
い
う
副
詞
の
呼
応

関
係
。

⑸　
「
そ
れ
ほ
ど
」
の
「
そ
れ
」
の
指
示
内
容
が

空
所
直
前
。

第
五
問

⒜　
「
過
去
の
」「
古
ぼ
け
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
記
念
」。

⒝　
「
故
郷
」
と
対
立
す
る
の
は
「
日
本
」。

⒞　

直
後
の
「
安
っ
ぽ
い
」
か
ら
、「
空
虚
」。

⒟　

目
覚
ま
し
い
勢
い
で
近
代
化
す
る
「
新
時
代

の
世
態
」
な
の
で
、「
煤ば

い

煙え
ん

」
の
巷
。

⒠　

サ
ン
ダ
ル
で
踏
む
の
は
「
敷
石
」。

⒡　

後
に
、
先
生
は
伊
太
利
出
身
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
描
写
が
あ
る
の
で
、
イ
タ
リ
ア
半
島
の

「
半
島
」。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅴ
》	  

論
理
的
表
現
力 �

（
40
点
）

●
解
答
例

	

少
子
高
齢
化
に
よ
る
深
刻
な
労
働
力
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
日
本
に
お
い
て
、
在
留
外
国
人
が
増
加

す
れ
ば
、
労
働
力
増
加
に
よ
る
人
材
不
足
の
解
消

が
期
待
で
き
る
。
た
だ
、
島
国
で
あ
る
日
本
は
、

日
本
語
以
外
の
言
語
を
母
国
語
と
す
る
人
々
に

と
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
い
上
、

多
様
な
民
族
の
文
化
や
習
慣
、
宗
教
を
理
解
し
対

応
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

将
来
的
に
、
外
国
人
労
働
者
な
し
で
は
日
本
の
企

業
や
社
会
が
立
ち
行
か
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

単
な
る
労
働
力
と
し
て
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
の

で
は
な
く
、
外
国
人
が
地
域
社
会
に
根
付
い
て
生

活
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
体
制
の
整
備
が
必
要
に

な
る
。
多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供
の
仕
組
み
を
作

り
、
異
な
る
文
化
的
背
景
を
も
つ
人
々
が
共
生
で

き
る
社
会
を
作
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

�

■
配
点　

40
点

�

◆
解
説

	

本
問
は
、
自
分
の
意
見
を
書
く
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
注
意
。
あ
く
ま
で
論
理
的
思
考
力
を
試
す

も
の
で
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
条
件
を
も
と
に
筋
の

通
っ
た
文
を
作
成
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

在
留
外
国
人
の
増
加
に
よ
る
日
本
社
会
へ
の
「
影

響
」
と
「
課
題
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、【
使
用

す
る
言
葉
】
の
う
ち
、
ど
の
言
葉
を
使
う
の
が
適

切
な
の
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
「
影
響
」
に

つ
い
て
、「
少
子
高
齢
化
」
は
日
本
社
会
の
現
状

を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
に
と

も
な
う
「
労
働
力
」
不
足
と
、
外
国
人
の
増
加
に

よ
る
「
労
働
力
」
の
増
加
を
結
び
つ
け
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、「
課
題
」
に
つ
い
て
は
、

問
題
文
に
「
日
本
で
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
の
は
難
し
く
～
課
題
が
あ
る
」
と
あ
る

の
で
、
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
、「
宗
教
」「
文
化
」「
民

族
」「
言
語
」
を
使
っ
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。


